
教材

　JICAの海外協力隊経験者や職員、途上国か
ら来日した研修員が講師となり、自分たちの体験
をベースに途上国の現実や同国での日本の協
力などを紹介する国際協力出前講座。学校や
PTA、企業、自治体などで実施されている。2020
年はコロナ禍によりオンラインでも開催。JICA埼
玉デスクの矢田部 建

けん
佑
すけ
さんも、試行錯誤しなが

ら取り組んでいる。「オンライン講座は講師からの
一方通行になりやすく、参加者同士も交流しにく
い。そこで、文字でやりとりができるチャット機能や
少人数で話し合いができる機能を使い、参加者
が講座に集中できるように工夫しています」。

　矢田部さんは、かつて協力隊員として中米の
ニカラグアの小学校に赴任。そこで日本とオンラ
インでつないだ授業を行った経験を講座に生か
している。「JICAの海外事務所などとつなぎ、現
地との時差を実感したり、新型コロナウイルスで
困っている現地の声を直接聞いたりしました。子
どもたちはリアルに途上国を感じることができたと
思います。オンラインだからできることがあると、20
年の体験をポジティブにとらえたい」。これからもオ
ンラインと対面、それぞれのよさを取り入れていく
つもりだ。「子どもたちの心に残る出前講座にして
いきたいです」と、今後に向けて意欲を示した。

　JICAでは、国内15の拠点を中心に、教
員を対象とした研修やセミナーを実施。途
上国を視察してその経験を授業に生かす
「教師海外研修」、授業実践力をつけ参
加者のネットワークを広げる「開発教育指
導者研修」、さらに多文化共生やSDGsと
いった開発教育で注目されているテーマを
取り上げるセミナーなどがある。近年、日本
の教育現場では外国にルーツを持つ子ど

もたちの増加や、新学習指導要領で「持
続可能な社会の創り手」の育成が掲げら
れ、開発教育の必要性はさらに高まってい
る。
　2020年はオンラインを活用した実施が
増え、遠方からの参加者もいた。未来のつ
くり手である子どもたちの興味を引く授業を
実践したいという意欲ある教員を引き続き
サポートしていく。

研修

市ヶ谷の地球案内人。中南
米の布地で作ったアフリカの
民族衣装（ポンチョ）がトレー
ドマークだ。

　JICAでは、学校の現場などで活用できるさまざまな教材を提供し
ている。子ども向けの冊子では、漫画を使って世界が直面している
課題をわかりやすく解説。教員や教育関係者には、授業の実践集
やSDGsの授業の参考になる冊子を用意している。最近の学校教
育のトレンドをふまえ、水や国際協力に関する映像教材にも力を入
れており、子どもたちにもわかりやすいと評判だ。
　新しく教材に加わったSDGsカードは、17のゴールが1枚ずつ
カードになったもの。授業での活用を想定していて、地球ひろばの
ウェブサイトでは、カードを使った授業の実践例を紹介している。こ
れらの教材の多くは同サイトでも提供しているので、活用してはい
かがだろうか。

地球ひろば

国際協力出前講座

JICA埼玉デスクの矢田部 建佑さん。

大画面とLEDの地球儀で、世界の
課題を体感できる「地球ナビ」。

ニカラグアの民族衣装を着て
出前講座を行った。

オンラインで開催した出前講座から。

世界の国々のSDGs達成状況が一
目でわかるパネルについて説明する
安原 良太郎さん。

教員向けの冊子。

授業などで活用で
きるSDGsカード。

教師海外研修に参加した教員は、その経験を生かした
授業を行う。

１日に必要な量の水が入ったバケツ
（8ℓと13ℓ）が用意され、水くみの大
変さが体感できる。

　体験型展示施設「JICA地球ひろば」では、世界のさまざまな課題
や世界と自分たちとのつながりを、展示や映像、体験を通して知るこ
とができる。展示スペースでは、途上国の教室が再現されているほ
か、実際にアフリカで使われているマラリア予防の蚊帳に入ってみ
ることができるなど、子どもたちの興味を引く仕掛けが満載。それらを
協力隊経験者が務める「地球案内人」の解説＊で巡ることができる。
「水がテーマのブースで、断水が続きバケツ1杯の水で1日過ごした
モザンビークでの経験を話すと、子どもたちは身を乗り出して聞いて
くれます」と地球案内人の安原 良太郎さん。体験談も解説のウリと
なっている。一般の方も参加できるので、ぜひ一度体験してはいか
がだろう。貸し切りの時間もあるので事前にウェブサイトで確認を。
＊ 地球案内人の解説は予約制で、人数にも配慮して実施している。

問い合わせはこちらから！

JICA地球ひろば　https://www.jica.go.jp/hiroba/

JICAでは、開発教育をサポートする多数の取り組みを行っています。
詳細は、下記ウェブサイトをご覧ください。

協力隊での経験を
みなさんに
お伝えします！

SDGsを
学ぶ

教科書にも掲載
JICAの取り組みは小・中学校の社会や道徳の

教科書でしばしば取り上げられている。

漫画で学ぶ

学びの現場を
サポート 開発教育支援

JICAは途上国が抱える課題の解決に向けて、さまざまな事業を通して協力を続けている。
その経験や知見を、日本の将来を担う子どもたちに伝えることもまたJICAのひとつの使命だ。

世界について学びたいと思う子どもたち、そして世界について
子どもたちに教えたいという教員に向けて、JICAがお手伝いできることを紹介する。

写真（地球ひろば、教材）●阿部雄介

学びの現場
未来の社会を創る
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